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目的： 

これまで、胎児期の水銀ばく露と子どもの肥満との関連は明らかでなかった。本研究では、さい帯血中の有機水銀、無機水銀と

BMI との関連について検討をおこなった。 

 

方法： 

エコチル調査の 3,147 組の親子を対象とした。線形回帰分析またはロジスティック回帰分析モデルにより関連を検討した。 

 

結果： 

さい帯血中の無機水銀の増加は BMI と正の関連が見られた。他方で、さい帯血中の有機水銀の増加と BMI では関連は見られ

なかった。過体重または肥満をアウトカムとした場合、無機水銀、有機水銀ともに一貫した関連は見られなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究における限界として、考慮していない因子の影響の可能性があった点、日本の住民のみを対象としていた点などがある。 

 

結論： 

胎児期の無機水銀ばく露と子どもの BMI との間に正の関連が見られたが、有機水銀では関連は見られなかった。 

 


